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.
我
國
の
農
業
諸
關
係I

析

す

含

當
.つ
て
.、
所
謂
近
畿
型
と
東
北
型I
.對
比

が一

般
に
行
は
れ
て
ゐ
る

0
、

近
鐵
地
方
に
於
て
：は
、 

パ
農
業
は
資
本
塞S

村
侵
入
にI

分
解
I

Iけ
.f
も
、
'

I分
解
過
程
議
資
本
主
義
的
都
市
、
ヱ
業
と

0
關

聯

に

於

て

雪

れ' 

±
地
/5
/
有
の
集
叶
、..集
積
がU

方
に
於
て
經
營
の
零
細
化
と
小
：

^
'の
，增
加
を
も
た
ら
し
、
他
方
、
高
率
の
現
物
小
作
料
、
米
價
騰
貢 

地
方
S

他
程
し
て
相
對
的
に
有
利
：で
$

1

祖
等
を
條f

し
て
.貨
幣
I

を
蓄
積
し
た
地
主
は
、
.資
本
主
義
の
.急
速
な 

，
發
展
に
基
く
勞
働
力
不
足
、
'勞
實
の
.昂
騰
等
に
よ
つ.
.て一
、：

寄
生
的
性
質
を
有
す
，
.る
に
至
つ
た
：の
に
對
し
、

g

北
地
方
に
於
て
は
、
旣
に
、

.慕

的

諸

條

仲

の

劣

惡

性

並

び

に

ょ

り

：
一
：
層

激

，
し

い

.隸
農
的
社
會
的
條
件
の
爲
め
に
、
資
本
主
義
の
侵
入
を
：ぅ
け
れ
ば
ぅ
け
る
丈

.I

層 

•生
S

料

の

童

產

は

豫

f

な

く

農

窝

部I

ま
れ
I

を
得
ず
，
又̂

.
•發
達
に
乏
し
く
、
そ
，の
.爲
め
に
-
土
地
，所
有
は
地
主
的
に
の
み
集
中
せ
ら
れ
、
そ
の

.結
果
零
細
化
も
必■至

的

逢
.る
が
、
地
主
は
寄
生 

，
的
性
質
を̂

る
へ
ょ
り
名
む
じ
カ
議
農
主
的
傾
向
金
と
る
と
い
ふ
傾
向
を

.示
し
て
ゐ
る
。
こ0
と
；と
は
現
往
に
於
てす

ら

從_

的
.な

名

子

姐
北
.輿
村
に
於
け'る
^
@
.の
；
勞
：
働
形
：態

：

 

.\

一

(

1
J一
二
 

0



艰
牝
農
村
ム
に

.於

け

る

牟

癯

の

勞

働

形

態

'

:

.

、

 

八
一--
.

0
Hハ11

三) 

制
度
及
び
刈
分
小
作Q

I
に
、
：
又
名
子
雇
、
-
.賦
役
、
或
ひ.は
鍬
頭
に
よ
石
こ|1
等
賦
役
.の
#
督
、
苹
雇
、
季
節
奉
公
人.、
n
雇
等
の 

煽
傭
勞
働
者
に
よ
るI

主
、
地
頭 

>
:大
家
其
の«
の(

地
主
的
農
耕
を--
.
'定
型
と
し
て
杉
ら'は
れ
て
ゐ
：る0
,勿
論
最
近
の
傾
句
と
し
て 

は
大
經
營
の.急
速
な
減
少
、'

1.1

乃
至
：3
町
未
滿
盏
以
上
の
：小
農
經
營
の
增
加
、
五
反
以
下
の
零
細
農
辦
の
停
滞

、
^
^

見
ら
れ
る
。耕
作
地
生
の
純
地
主
化
の
傾
向
は
明
治
末
年
よ
り
犬
疋
：の
中
期
へ
か
け
て
、資

本

上

向

期

の

，
現

象

^
^
^
^
て

の
米
價
昂 

騰
.，
農
村
勞
働
カ
の
不
足
等
条
因
と
し
：て
可
成
り

_
著
に
行
..は
れ
た
.も
の
、
や
ぅ
で
あ
る
が
，
其
後
の
一
般
的
經
濟
條
中
の
惡

化
、 

特
に
_

恐
慌
の
'激
化
は
、
•純
地
S

の
轉
化
よ
り
はむ

ろ
馨
規
徵
の
縮
ゆ
とい

. ：

ふ
形
I

つ
て
現
ば
れ
て
ゐ
るo
'小

馨

の
n 

增
は
C

S
疑
I

 
く
も
の
が
多
く
を
I

て
ゐ
る
で
あ
t

?
特
I

北
地
方
^

農
村
人
口
は
資
本
蕩
的
大
議
に
吸
收
さ
れ
得
る
條
件f

た
ず
、
從
つ
て
耕
地
擴
大
の
資
力
を
有
せ
ざ
る
免
、
I

少
な
f

に 

吸
着
し
：
日
馓
勞
働(

農
耕
，
.簾

、
，
炭

燒

、

.土

木

、

植

林

等

)

、
季

節

的

出

稼

勞

働

.

.

(

農

耕

蕭

等

に

於

け

る

季

節

雇

、
.讓
出
稼
零 

の
他
；
等
に
よ
？

そQ

生
f

補4

と
い
ふ
f

と
|

、こ
ろ
に
五
反
以
下Q

零
細
農
S

停
滞
性
が
あ
り
、
又
こ
れ
等
が
一
固
地 

主
的
農
耕
の
爲
め
の
必
要
な
勞
働
力
の
重
要
な」
部
分
を
提
供
す
る
。

こ
れ
等
の
所
謂
議
型
並
び
l

i

Q
分
析
に
對
し
て
は
そ
の
驚
を
な
す
土
地
所
有
I

に
つ
い
I

、
又
夫
々
g

營
形
態
、 

經
營
內
容
並
び
に
そ
れ
等
§

展

繼

等H

つ
い
.
f

旣
に
充
分
な
る
論
究
が
な
さ
れ
た
かQ

如
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
き
れ 

等
の
經
營
形
I

性
質
規
定
の
爲
め
の
重
要
な
蘭
を
な
す
勞
働
形
嚷
の
具
體
的
な
內
容
並
び
に
そ
の
分
折
に
つ
い
て
は
I

、
尙
呑 

ず
べ
き
多
く
の
點
を
殘
し
て
か
る
ゃ
ぅ
に
思
^

^
る
。

:
1 .

般
に
我
國
農
業
に
於
け
る
賃
勞
働
I

I
赂

i
兀
祿
年
間
に
ま
で
遡
り
得
る
と
な
さ
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
で
あ
る
。
即

ち

「

賃
勞
動 

と
い
ふ
事
は
彼
の
租
馓S
の
廛
や
德
川
幕
府
の
行
っ
た
人
馬
徵
發

(

助
鄕
制
度)

.士
異
な
り
、
身
分
的
な
强
制
や
義
務
で
は
な
く
て 

勞
働
力
を
販
賣
す
る
事
な
の
で
あ
る
か
ら
一
般
に
塞
物
の
賽
が
行
は
れ
、
’
可
成
り
自
給
自
足

「

經
濟」

が
破
壤
さ
れ
て
居
り
一
ヶ 

の
側
に
他
人
の
勞
働
力
を
.買
ひ
得
I
 (

そ
れ
が
1

s

t
値
段
に
於
て
で
あI

t

)

富
裕

同
時
..に
他
方
の
侧
に
勞
働
力
を
賣
っ
て
貨
盤
收
入
を
得
ね
ば

'暮
し
て
行
け
な
い
貧
乏
人
が
坐
產
さ
れ
て
居
な
け
れ
ば
生
起
す
る
當
が
な 

い
か
ら」

、「

仕
事
を
追
っ
て
放
浪
す
る
勞
働
ヵ
義
は
れ
た
と
い
ふ
事
も
貨
幣
の
流
通
が
可
成
り
の
發
達
を
？

に
至
っ
た
元
祿
以
後 

Q.

馨

に

照

應

す

る

現

象

」

と
見
ら
れ
る'か
ら
で
1

(

1)

。

即

傷

銀

勞

働

の

：發■

前
提
條
仲
はS

ま
で
も
な.く
、.商
品
、
：
貨 

幣

經
濟
乃
至
は
商
品
議S

村
侵
蝕
、•並
び
に
そ
れ
に
伴
っ
て.騖
す

る

高

利
■

本
の
.農
村
侵
入
I

民
S

分
化
2

る
。
商 

品
、
I

經
濟Q

農
村
_

、
並
び
に
そ
れ
に
伴
？

生I

、
又
は
强
制
さ
れ
る
農
業
に
於
け
る
商
品
唐

I

達
は
農
民
のI

. 

樣
式
を
變
化S

め
たQ

み
1

1

贏

I

f

相
俟
：っ
て
、
靡

貸

資

本I

村
I

、
盎

所

有
I

中
、
集
f

共
に
、 

土
地
所
有
の
喪
失
、
自
作
農
の
自
小
作
農
乃
至
は
純
小
作
農
化
、
或
ひ
は
純
粹
の
、
又
は
生
計
補
充
部
分
と
，し
て

：
S

公
人
、
日

馨
 

ベ
の
轉
落I

f

す
か
ら
で
あ
るo
:旣
I

建
社
會
解
體
過
程
に
於
て
集
中
、
集
積
さ
れ

$

地
所
有
は
一
方
小
作
に
預
け
て
寄
坐 

化
す
I

向
と
共
に
、
こ
れ
等
の
賃
勞
働
の
發
生
に
應
じ
て
地
主
手
作
の
關
.係
が
可
成
り
廣
ぐ
行
は
れ
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る

o

そ
し
て
、 

こ
れ
等
の
：賃
勞
働■

し
て
は
.「

之
を
農
業
生
産
に
於
け
：る
賃
勞
働
と
見
る
こ
と
は
出
來
な

.い
が
、
人
身
隸
屬
の
鎖
の

一.

環
が
貨
幣
經 

濟

：
の

滲

透

に

ょ

っ

て

斷

ち

切

ら

れ

た

も

，
の

|

) 

i
し
て
、■又
は
.：

「

封
建
的
な
色
彩
を
多
分
にS

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
霞

勞
 

來
北
：農
村
に
.於
l

ff
i

f
勞
，
働

形

態
'

V

三

C
I
i、s
三)



.

l

l

f

l

l

i
 

会
 

i

i

ノ

慟

ぬ

性

質

を

養

醫

專

も

案

も

の

し

ハ

ろ

と

：し
：て
、

I

K
f
w芽
的
贊
銀
勞
働
と
，
.し
そ
考
へ.ら
れ
て
ゐ
る
やI

あ
ざ
。
併
し
、 

，
か
，
：逵

資

裘

農

村

：
へ
め

#
:入
、
*
村
：

Q

社
會
化
<D
適
程
は
決
^p

單
純
で：

は
な
い
:̂

沙

勞

勞

：の
：分
解
、
：
改
造
の
過
程.で
あ
;̂
、
1
-
:
土
桦
の
附
屬
物』

必
じ
^
の
地
：位
か
i

由
^
坐
產
者へ. ：Q

；

轉
化
.の
過
程
で
.あ

る

が.;
'
'
そ 

れ

莖

她
.所

蠢

係
0
分

解

及

び

改

造

：
：

Q:

過

舞H

照

應

：
し
：
て

、
^
^
^

'
.:a
*
土
，地
F
有
關
係
は
.國
外
及
び
B
內
市
場
形
成
、

.̂
«
の
：諸
條
#

.<
?
:相
俟
：つ
て
、嚴
密
な
霧
に
於
け
.る
エ
場
制
手
工
業
が
自
生
的
.に 

IE
常
的
8

展
を
示
し
、
•本
格
的
なH:

場
制
手
讓
時
代
i

8

つ
.裘

エ

：業
：へ
.自

生

的

：に

發

展

す

る

過

程

差

.に
JM
M
し
て
、
.0 

:

業
部
雨
に
於
て
5

業

部

面

に

：
於
け
る
と
一

S

の
均
衡
崙
互
作
靡
^
^
^

1
、
.

8
を
も
；つi

ら
.は
れ
る
か
らS

る
0
1般
S

建
響
の
へ
解
體
と—

農
業
.に
於
け
る
資
本
主
義
的
諸
關
係
の
.出
發
點 

;i
な
す
典
型
胸
な
形
態̂1

,
:つ
は
自
己
の
生
產
：手
段
を
以
：て
自
ら
勞

¥

る
獨
立
f

農
民
.で
あ
る
が
、
自
營
農
民
か
ち
‘出
發
ず
るe 

.り
に
1
封
建
的
大
土
地.所
有
が
.殘
存
し
、
：
そ
れ
が
そ
の
ま
，

A

本
家
的
農
業
經.營
に：

轉

 ̂

'又
大
土
也
所
肓
が
純
粹 

.に

.^
坐
的
性
質
を
：帶
び
：て
く
る
場
合
も
：あ
り

;:
'
*.或
ひ
‘
.は
旣
寐
め
：
.資
本
家
，_

本
象
的
借
^
^ ̂

何
れ
に 

し
：f

勞
働
.の
資
本
へ
、の
：形
式
的
並
び
に
實
質
黎

f

形
態
は
樣
：タ'で
あ
り
'
こ
れ
等
の
^

^

係

窝
 

'
.の
一
蚀
質
は
規
文
さ
れ
て
く
る
;0
'
.ぃ
::
'
: .

:

^
 

,

'ニ
：

：

'

;
そ
こ
で
、
以
下
、
か
：
I

■

勞
働
の
うi

徵

著

，
r 

I
で
あ
る(「

年

夢
.

1

1げ
• 

f
そ
I

北
地
方
に
於
け
る
勞 

働
形
:̂
の
:̂
體

拥

な

內

容

，を

見

て

み

；：ゃ

ぅ

.と

思

ふ

の.で
ぁ

る0
リ

,

C

1)

內
ヶ
崎
虔
ニ
郞「

本
邦
農
業
に
於
け
る
賃I

の
硏
究J

 

(「

農

議

濟

研

！̂

第
九
卷
第
二
號)

七
五
丄
ハ
頁
，
又
享
保
六
年
頃
の
著 

田
中
丑
隅
の「

民
.間
雀
要
し
に
はM

一

一

十
每
以
前
ま
で
は•田
命
の
下
男.上
.
々k

の
分I
'

ヶ
年
三
分
位
が
給
金
の
峙
た
り
し
。
其
次
は
二
分
內
外
に 

て
抱
へ
.

下
女
は
機
を
も
織
り
、
糸
を
も
引
，き
_

收
納
‘物
を
達
者
に
1:
'

て
ニ
分
ニ
朱
位
、
拔
ば.
|
分
迄
も
抱
へ.、
今
：は
引
替
て
男
は
上
中
に
よ
ら
：
 

•

ず
、
令
凡
て
の
し
き
せ
し.て
の
上̂

^

1年
に1

1

兩
よ
り
.
三
兩
迄
、
女
も
そ
れ
に
準
じ
ぬU
,
と
あ
り
、
又
，寶
曆
三
年
蘆
觅
山

「

上
書」

.
に
は
田
畑
一 

貪
文
:-C

田
ナ
反
涉
対
四
反̂〕

を
崩
作
し
て̂

貢
、
上
納
其
他
差
引
十
四
貫
一,ー
苗
八
十
文
に
對
し
、

一
家.五
人
暮
し
で
一
.人
當
四
賞

一

一
西
十
文
づ 

つ
の
费
消
と
し
て
六
貫
五
西
十
九
文
の
不
足
と
カ
り
、
こ
の
爲
必
に
駄
賃
、
游
手
、
通
り
若
等
の
夜
涉
失
篇
等
に
盾
は
れ
て
坐
計
を
補
は
な
け

わ
は
な
ら
な
い
や
ぅ
に
な
つ
て
來
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
0；
.特
に
寮
勝
、
天
明
、
天
保
の
飢
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よ
つ
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農
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分
化
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著
石
し
く
進
戚
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何
故
に
馨
的
で
あ
る
か
は

「

こ
の
關
係
に
は
未
だ
人
身
的
隸 

屬
が
娜
く
省
み
つ
い
て
ゐ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

奉
公
人
に
比
す
れ
ば
完
全
な
隸
屬
で
は
な
く
、
狙
徠
の
云
ふ
や
ぅ
に
！

-
®
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の
よ
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少
、

よ
り
1
サ
ッ
ハ
リj

し
た
關
係
、
威
程
度
ま
で
貨
幣
關
係
が
人^;
的
識
屬
.を
斷
ち
切0:
ぐ
11
.
つ
慘
め
な
價
格
と
勞
働
條
件
で
は
あ
れ
>

身
體
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其
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で
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勞
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部
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獎
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；
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營
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。
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農
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五
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|
出
.、
資
料
，出'所
は
昭
和
七
年
度
農
事
統
計
表
。
全
國
合
計
の
ぅ

勿

論

資

沐

塞

が

費

場

人

し

、
農

業

を

繫

塞

化

す

f

し
て
も
*
こ

れ

は

学

し

も

經

鏡
S

增
大
を
伴t

の
で
は

な
く
、
小
生
產
者
の
存
續
し
、
增
加
す
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
、

一
般
に
經
營
規
模
の
大
な
る
こ
と
は
、
謹

せ

る

市

場

組

織

、
運 

輸
條
件
、'高S

購
買
力
等
の’條
件
I

ふ
場
合
に
は
、
合
理
的
經
營
へ
の
一
前
提
と

|

。
け
れ
共
、
大
土
地
所
有
と
|

土
地
所
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へ
の
分
化
が
こ
れ
等

Q

條
件
を
伴
は
な
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場
合
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前
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の
如
く
再
生
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農
村
內
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於
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の
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は
れ
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か
ら
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商
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濟
へ
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r
應
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ら
れ
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者
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朝
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を
傲
廉
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勞
働
力
の
源
歲
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し
て
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低
い
勞
働
坐
產
性
の
卜

-に
單
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な
經
營
內
容
を
も
つ
た
粗
放
な
農
業
組
織
が
依
然
と
し
て
營
ま
れ
る
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北
地
方
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於
け
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農
業
經
營
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單
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抵
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勞
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生
產
性
に
つ
い
て
は
ニ
三
の
擧
證
に
よ
つ
て
も
充
分
理
解
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う

o 
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來
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於
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は
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の
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國
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均
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す
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ば
大
で
あ
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宮
城
縣
大
崎
地
方
、
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上
川
沿
岸
、
津
輕
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秋
£
1
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方

ff
i
內
地
方
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除
け
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極
め
て
僅
か
で
あ
り
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拳

縣

Q

如
き
は
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占
む
る
割
合
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方
が
大
で
あ
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穀
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栽
培
ょ
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も
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に
有
叫
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に
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菜
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舟
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果
樹
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落
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菜
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反
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あ
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、
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菜
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總
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備
考〕

帝
阈
農
會
調
赉
、
昭
和
三
年
乃
至
昭
和
七
牢
芄
ヶ
牢
平
均
o
'

以
上
き
停
滯
的
經
營
内
容
を
も
つ
束
此
農
業
は
、
又
當
然

の
こ
と
、
し
て
、
極
め
て
俄
い
農
業
生
產
力
に
ょ
つ
て
營
ま
れ
て
ゐ 

る
o
近
f

方
に
於
て
は
平
均
反
當
玄
米
生
膚

I H
C

四
四
石
、(

全
國
平
均11

•
五
四
六
石)

.の
生
産
に
要
す
る
勞
カ
支
出
は

|

九
• 

音

(

全
國
平
均11

1
•二
日)

で
t

が
、
策
北
地
方
に
於
て
は
平
均
反
當
紊
生

產
高j

1

•五
〇

七
石
に
對
し
、
：
勞
カ
支
出
！
三
•
ヒ 

I

f

て
ゐ
る
。
同
樣
の
と
と
は
肥
料
支
出
に
つ
い
て
も
云
へ
る
。
そ
し
て
、
肥
料
に
つ

い
て
は
自
給
肥
料
の
占
む
る
割
合
が
大
で 

あ
り
勞
ブ
關
係
に
つ
い
て
は
雇
入
勞
力
が
特
货
き
な
割
言
占
め
て

ゐ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
f

。
こ
れ
等
が
年
雇
*
季
V
Q

反

當

坐

產

額,i肥
料
、
勞
カ-

^
—
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家
勞
カ
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五
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三
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五
三
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三
八
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西
六
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五

ニ
七
•
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四
八
•
七 

六
三
•
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四
六
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七 

六
了
九
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五
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四
•
九 

1

六
•
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四
上
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一
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七
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四
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六
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〇
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備
考〕

富

農

會「

昭
和
八
年
度
米
生
產
費
調
查
資
料」

。
同
會
編r

農
業
年
鑑」

昭
和
十
年
版
、ニ
七
〒
三
頁
及
び
ニ
七
六
頁
ょ
り
^

^
 

雇
、
日
雇
等Q

I
勞
働
が
使
用
せ
ら
れ
る
東
北
地
方
農
業
經
營
の
基
礎
的
な
内
容
な
の

1
あ

今

で
は
我
■

業
經
營一

般
、
特
に
東
北地
方
農
業
經
營
に
於
て
雇
入
勞
働
、
特

に

「

年
雇
し
は
如
何
な
る
地
位
を
，占
k
る
で
あ
ら
ぅ 

か
。

.

三

今
、
帝
國
農
會

「

農
業
經
營
調
奄
書

J

に
よ
れ
ば、
' 經
營
規
.横
に
よ
る
農
業
經
營
の
勞
カ
關
係
は
次
の
如
く
で
あ
る

o

大

經

營

中

經

營

小

經

營
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五
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五
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備
考〕

' 

歟
字
は
昭
和
七
年
度f

の
、
昭
和
十
年
.
f

帝
！
：

焉
會
•「

農
業
經
營
調i

」

ょ
り
算
出
、
作
成
。
昭
和
七
年
度
を
採
’つ
た
の 

•
,

は
他
の
•資
料
と
の
關係
に
於
て
.
^あ
る
。
調

證

家

は

耕

作

壊
5

町
资
上
を
大
經
營•

一
〇
町
案
滿
ニ
町
张
以
上
を
由 

經
營
，
ー1
町
I

滿
を
小
i

と
し
て
ゐ
る
。
調̂

指
定
戶
數
は一

叫
八
戶
、
そ
の
中
記
帳
中
化
其
め
他
にょ
り
結

麗

用
せ
る 

,

.

.
戶
數
一
四
ニ
戶
でt

、
そ
の
內
譯
は
大
經
營
七
戶

.

c

m
し
こ
V
-に
揭
げ
た
平
均
は
责
森
一
戸
、
裏

二

戸

、
新
潟
、
福
岡
夫
 々

r

戸
計
五
戸
の
平
均
で
あ0

、
他
の
ニ
戶
は
北
海
道.の
.も
の
で
あ
る
爲
め*

特
例
と
し
て
除
か
れ
て
：ゐ
る

)

、中

馨

六
ニ
戶
、(

2

'來
朮
區
は
靑
森
：一
戸
、
岩
宇
？
戶
、
宮
铖

.マ
戶
、
，漱
田|蒗

；
山
形
，

J ..

巧

■

京
都
、
*

K

阪
、
.
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
夫
々

一
.

戶
計
.六
戸
，の
平
均)

、
小
經
營
七1
1戸

、(

內

苽

北

，
區

は

靑

森

一
，戸
、
秋
田
、
山
形
、

•

福
島
夫
々
ニ
戸
計
七
戸
の
平
均
、
近
幾
區
は
滋
賀
ニ
戸

''

#

ニ
戸
、
大

竺

戶ぃ~
兵
庳
三
戶
、
滾
良
ニ
戸
、
和
歌
山
ニ

『

 
T
i
l
l

戶
のIf

均)

で
あ
を0
:
'
. 

' 

,
 

'

，以
上
に
よ
つX
見

れ

^

、

大

經

營

::
%

中
經
營
、
小
經
營
に
於
け
る
勞
カ
關
係
：の
相
違
は
專
ら

.常
雇
.

(

年
雇)Q:

雇
傭
に
狀
め
ら
れ
る
。 

則
ち
農
業
從
業
者
中
、
家
族
は
夫
：

♦
四
•六
人
、
四
；

人
，
三
丄
ハ
人
を
占
め
、
耕
地
面
積
の
比
較
割
合
に
比
し
て
極
め
て
僅
少
な
る
差 

異
を
示
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
對
し
て
、
常
雇
は
五

•ニ
人
、
〇
•五
人
、
Q
* I

人
と
耕
地
面
積
の
瞥
大
•に
伴
ひ
常
雇
の
增
加
と 

な
り
、
大
經
營
に
於
て
は
農
業
_

勞
働
者
中
の
五
三
-
ー

 

％
が
常
雇
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
，か
ら
で
ぁ
る
。
農
業
勞
働
日
數
に 

よ
っ
て
見
る̂

.ら
：ば
、
小
經
營
に
於
て
は
家
族
勞
働
が
そ
む
殆
ん
ど
大
部
分

.(

九

7
七
^)

を
古
め
^
ゐ
1
の
に
對
し
、
中
經
營
に
於 

て
は
！<
ー
ー
表
气：*K

經
營
に
於
.て
は一

一
七
•码
^
で
..軿
作
は
專
ら
雇
傭
勞
働
に.よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る,-'
°
、
そ

し

て

、

あ
1>
か
■
れ』

て
常
雇
、
臨
時
雇
、
及
び
：手
傳
人
の

.占
む
る
比
重.は
：失
t
大
經
營
に
於
て
は
六
四•五
^
、
三

五

•
五
气
中
經
營
に
於
て
は
六 

〇
•

5
、
三
〇
*九
.气
.

)

八
-九
气

小

經

營

に#
で
は
三
五®
1气

五

9

1

—'
%
、一

四
•六
^
で
、
大
經
營
，
中
經
營
に
於
て
は
雇 

人
中
常
雇
が
重
要
な
地
位
を
古
め
、
小
經
營
に
於
て

.は
家
族
勞
働.の
.不
足
は
農
繁
期
等
に
於
け
る
臨
時
菌
並
，ひ

.に
手
傅
人C
よ
っ
て
補 

は
れ
て
.ぬ
る
も
：の

と

一

其

尙

農

業

從

馨

ー

人

當

耕

祂

面

積

：は
大
經
營
に

•於
て
.ば
.一
：町
'
!
,
1
反
：七
敞
；

一

八
歩
、
中
經
營
に
於
て
は 

六
反
七
畝U I

歩
、
小

經

營

袅

て_
四

爵

畝」

ニ
'步
で
ぁ
：っ
て
、
耕
地
反
當
勞
働
&
數
は
夫
¥

妄

.，
班

北

農

村

に
^
け
.る
部
•雇
©
勞
働
形
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I
ゐ
る
。
I

I

I

質
ヾ

‘ A

に
於
て
農
業
雇
傭
勞
働
电
年
厘

(

氕
雇〉
は

所

謂「

大
經
營
、.中
經
營J .

程
度
の
農
家
響
に
於
て
は
農
_

構
成
分
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
が
'理
解
し
得
ら
れ
る

で
あ
ら
ぅ
。 

. 

-
-

1

と
は「

一

年
以
上
1

1

傲
s

f

以
て一

定
の
契
約
に
ょ
り
繼
續
的
に
雇
傭
せ
ら
れ
所
定
の
賃
銀
を
支
拂
は
れ
f

の」 

の
で
あ
っ
て
こ
S

約
期
S

1
か
年
を
普
通
と
す
る
が
、
稀
に
は
半
ケ
年
を
一
期
と
す
f

の
も
あ
る
。
今
前
記
農
家
經 

1

8

中
十
ケ
年
調
簾
續
農
家
I

 

i

l
ば
、
¥

雇
雇
傭
書
^

.役

畜

使

被

日
.ii
:
.
.

ン
.
パ

自
.給
：
'

,

借
'
 

入
.

要
乃
至
ニ
八
ズ
を
占
め
*
九
ケ
年
繼
續
農
家
に
於
て
は

 
一一ニ
戸
中
一
戸I

I
一
戸
、
即
ち
七
％
乃
至
一要

、
八
ケ
年
繼
續
農
家
に 

於
て
は1

三
戶
中
四
戶
乃
至
七
戶
、
即
ち
三
〇
％
乃
至
2

5
、
七
ケ
年
繼
續
農
家
に
於
て
は
七
戸
中

一
戶
乃
至
三戸
、
即

ち
一
四》

 

乃
至
四
三
多

六

ケ

年

繼■»
農
家
に
於
て
は
一
五
戶
中
五
戶
乃
至
七
戶
、
即
ち
三

U

■

至
四
六
が
、五
ケ
年
繼
續
農
家
に
於
て
は
一
〇 

戸
中
六
戶
、
即
ち
六
〇
？

占
め
て
ゐ
る
。
又

一

農
業
經
營
に
於
け
る
年
雇

Q

數
は
一
人
が
最
も多
く
、
二
人
、
一
一
一
人
が
之
に次
ぎ
、
 

含
を
通
じ
て
交
の
年
雇
を
屈
傭
せ
る
農
家
が
ニ
戶
あ
〃
る
。
又
次
表
に
於
て
明
ら
か
な
如
く
、
年
雇
は
家
族
勞
働
の
補
充
と
し
て
雇 

は
れ
る
も
の
が
多
い
點
か
ら
、
家
馨
働
力
の
增
減
其
の
他
K
ょ
つ
て
、
年
雇
の
雇
傭
關
係
に
は
浮
動
性
が
極
め
て
多
い
。
全
期
間
年 

雇
を
雇
I

る
戶
數
は
十
ケ
年
調
S

窗

於

て
三
戸
、
九
ケ
年
調
5

戶
、
八
ケ
年
調
晝
戶
、
七
ケ
年
調
蜜
一
戸
、
六
ケ
年
I
 

四
戶
、
五
ケ
年
調
嵛
六
戶
で
あ
るO 

.

年

雇

の

雇

傭

狀

況

昭

三

，
昭

四

昭

五

.

A ：十

、雇
傭
戶
數

内
廢
止
.
戶
數 

P
新
雇
傭
戶
數

■雇
傭
戶
數
の
總 

^
戶
數
に
對
す
る 

割
合(̂
.y.

家農績繼年
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m
北
農
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に
於
け
る
年
雇
'の
勞
働
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六
四
八)

.

•:〔

備
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帝
國
農
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農
菜
純
營
の
變
題
に
關
す
る
調
蜜

」
(

農
榮
經
營
調̂
報
吿
第
二
輯
、
昭
和
十
一
年
三
月

〕

二
八
丨
九
頁
よ
り.作
表
。

;
:特
例
は
大
純
營
の
故
に
除
か
れ
て
ゐ
る
も
の
で
數
字
ば
當
該
經
營
に
履
は
れ
て
ゐ
.る
苹
雇
人
の
數
で
あ
る
0

こ
れ
等
を
除
け
^
、.

.:
フ

'
'
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^

,
〔

<〕

山
形(

1)

福
島
云
3
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〕

大
阪(

ミ
2
5

〕

德
島(

窆
3
5

〕

長
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^
7
9
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埼
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^
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福
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3
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福
島
2
5
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$
^
5
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；
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德
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佐
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新
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新
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宮
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佐
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客
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愛

繫
3
3
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茨
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5

‘2
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新
潟(

3
6
4
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山
ロ(

^
7
2

)

•

D〕
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i
®
C
M
2
s
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靜
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；

9)

三
爾(M2S
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岡
山 C

M
7
0
V
.

,

〔

£
滋
賀
CCO
1
0
6
V
鳥
取CM33)

群
馬CM5S)

岩
手
§
00
0
福
岡
^
爸
埼
玉(

3
5大
分
^
8
4

〕

埼
玉(

绘

^

〔

こ
鹿
兒
島(

^
4
5褰

良
<
>
1
2
7

)

大
分(

1
^
4
3

〕

，鹿
兒
島(

<»
8
0

)

石
川(

1
^
6
5

〕

愛
媛(

$
7
1
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■で
あ
る
。

(

括
弧
內
は
調
查
赉
號
、
乙
は
大
經
營
、
时
は
中
經
營

*
3は
小
經
營
を
表
は
す.

)

.

又
年
§

働
日
數
の
，雇
傭
勞
働
日
數
中
に
占
む
る
割
合
は
、
調
赍
繼
續
期
間
及
び
各
年
度
に

よ
っ
て
區
々
で
あ
る
が
、大
體
四
0
涔 

前
後
か
ら
七
〇
多
以
上
に
及
ん
で
居
り
、一
般
に
增
加
の
傾
向
にあ
る
。
然
し
、
雇
傭
農
家
平
均
か
ら見

たI

戶
當
り
年
雇
勞
働
日
數
は 

三
0
〇

日

前

後

か

ら
一
、
〇
〇
〇
日
以
上
に
も
及
び
、
そ
の
增
減
は
可
成b
不
規
則
に
あ
ち
は
れ
て
ゐ
る
°
こ
れ
は
各
年
度
に
於
け
る 

年
雇
廢
止
戶
數
並
び
に
新
た
に
雇
傭.せ
る
戶
數
の
割
合
、
及
.び

年

嚴

數.
變
化
に
基
く
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
、總
戶
數
か 

ら
見
た
年
雇
勞
働
0
數
の
增
加
、
及
び
雇
傭
勞
働
日
數中
に
占
む
る
そ
の
割
合
の
增加
の
傾
向
は
、
.

一
般
に
年
雇
が
同
一
農
業
經
營
內 

に
追
加
雇
傭
さ
れ
る
よ
り
は
む
し
ろ
、新
た
に
年
雇
を
雇
傭
せ
る
農
家
の
増
加
せる
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
ぅ

(

1

)

0

F  E  D C B A

へ
ー)

前
揭
、

「

農
粢
經
營
の
變
遷
に
關
す
る
調
査」

ニ
八
頁
、
三
六
丨
三
七
頁
0 
.

(

1)

：
.年
雇
勞
働
日
數
の
眉
傭
總
勞
働
日
數
に
對
す
る
割
合

c
%
.

) 
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r
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•
七

:'
四
四
■四

四

9
三

八
四
•七

八

三
A

七
〇
•六
.
六
三
•

$
七
三
•六

.

-
'

 

.

-.

. 

■
■ 

.

.

.

.
 

: 

- 

. 

' 

- 

■ 

- 

. 

*

(

2)
，一

戶
:l
r
年
雇
勞
働
日
數'(

雇
傭
戶
數
平
均}

大
-—
-•
三

5

㈣

大
ー
3t
昭

ニ

昭

三

昭

四

D C B a

m 纏 纏 m l 織

農 • ；:

f  s 產ぷ音

I  t t  m  m  m

る .

m  I S  _ 碧 § _ a
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年
雇
が
所

謂「

大
馨

、
中
經
營
し
の
農
■

營
に
於
て

農
耕
勞
働
：.の重
要
な
，構
成
分
を
な
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は

、.變

特
例 

1
し
て
除
外
さ
れ
允
大
經
營
の分
布
が
殆
ん
ど
東
北
地
方
に
ぁ
る
こ
と
、共
に
、
年
雇
な
る
勞
働形
態
は
東
北
地
方
に
於
て
可
成
り
廣 

い
分
布
亦
見
ふ
れ
る
勞
働
形
態
で
ぁ

る
-<
^

い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
。
以
下
に
於
て
、「

年
雇」

勞
働
は
具
體
的
に如
何
な
る
珍
c
k
て
芍 

世
れ
て
ゐ
る
か
"：窗
城
縣
著

郡

南

鄕

村

の

事

例

に
つ
い
て
見
.た
い
と
：思
ふ。
,

..…

...南
鄕
村
は
窗
域
縣
主
要
來
作
地
雷
る
所
謂
大
崎
耕
土
の
最
南
端
に
ぁ
り
、
耕
地
ニ
、
九
九
，四

町

一

反
二
.献
.の
中
、
水
田
は

J

一、
八
一

I

八 

町
七
反
九
献
、
畑

は

一

六
五
町
三
反u
f

占
め
て
ゐ
る
。
即
ち
當
村
の
農
業
經
營
は
水
康

一

農
法
で
务
つ
：て
、
副
業
と
し
て
は
年
産 

十
五
、
六

醫
.
S
H
品
及
び
僅
少
の
養
蠶
の
外
見
る
べ
き
も
の
は
殆
ん
ど
な
い

(

1)

。

し
が
も
右
耕
也
の
中
田
九
五
五
町
ヒ
反
ニ
领

>
 

知一

四
町
九
反 
一I

他
町
村
人
に
ょ
つ
て
所
有
さ
れ
w
t

。
：泣

町

村

に

本

持

つS

は
田
五
i
ハ
町
五
5
ハ

唧

畑

六

る

ド

ヲ
；
:

山
の
I

I

:

た
平
祖
地
で
：ぁ

る

の

湾'灌
I

利
に
は
f

て

篇
I

け
れ
共
、
豪

雨

螯

に

亙
 

は
十
數
日
間
減
水
すt

と
が
な
い
。
北
上
川
出
水
の
時
で
も
江
合
川
逆
水
し'

I

沼
に
溢

帶
は
現
在
.？

沼
池
が
多
く
、

元

來

藍

で

ぁ

つ

汔
 

1

等

と
I

れ
'
る
o

i

l

遺

並

び

に
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を
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.
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f

ょ
る
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リ
：上
地
反
當
米
ニ
右
四
斗
：
：
三
石
中
地
反
當
米
一
一
石
四
斗

…

土 

i I

斗

.
：•11

石
余
ノ
收
獲
ァV
此
ノ
賛
貸
料

(

小
作
料)

上
地
平
均
九
斗
五
升
、
中
地
平
均
八
斗
、
下
地
平
均
六
斗
五
升

c(

2 )

と
な
つ 

て
ゐ
る
が
、
之
を
昭
和
五
年
並
び
忙
昭
和
十
年
の
宮
域
縣
小
作
料
調
齋
に
比
、較

1.
1
て
：見
れ
：ば
次
の
如<
で
|

0

小

作

料

昭
和
五
.年

昭

和

十

年

實

收

額

割

縣
平
均

石
■〇
七
五 

九 
一■七

七
〇

！

遠
田
郡

下 紅

七八〇 
〇六〇 
九八〇

七八d 七九」石 
ズ六二三西〇 
〇七七九丑三

昭
和
五
牢. 

■H
1
.
U八
〇 

I

、
九
.四3

1

、
5b
l

m

ニ
"
四
二
九 

ニ
、
〇

五I 

1
、

六
ニ
九

合

.

,『

上

南

鄕

村

{
中

六八九 
斗

35：〇五 
升

一、ニニe  昭
八ニニ五〇、四、 J  
一九六三五四 
八〇三 五 : : :六 年

四四四四四四， 赞

? ? 7 ゥ 钟 多 |
五三三四ニー 年

三

石

—

ニ
石
四
斗. 

:=
:
_石
^
;丨II

石11

斗 

H
石
ニ
斗—

I

T
石

〔

備
考〕

，
常
城
縣
平
均
及
び
遠
田
郡
の
分
は
縣
廳
調
査
.
。
南
鄕
村
の
分
は
昭
和
十1
5

南

鄕

村

誉
調
査

•■■■• • - 气―■丨* 
• • _  r - ♦

九三— 
五三七

昭
和
十
牢

炎
 

四
五
•
〇 

四
六
•
〇 

四
八
.
一

四
五
•
四 

三
九
•
六 

四
三
•
五

丨11!

九
•
六 

丨
三
六
•
四 

—

H 
ニ
•
五

(

1

)
「

郡
農
會
當
事
者
及
郡
內
ノ
農
村
事
情
-一
精
通
セ
ル
若
十
數
名
ノ
集
合
ヲ
求
メ
、
協
議
v

Lh

査
定」

せ
る「
货
城
縣
下
ノ
各
種
農
家>
 
田 

畑
耕
作
面
精
槪
況
調

」

に
よ
れ
ば
宮
城
縣
ー
般
の
自
作
農
家
及
び
自
小
作
農
_
の
耕
作
丽

..
«

は」

.埘
乃
茧
三
吖?5
:

反

、
夺
均
ー
一
町
三

-

四

反

、
.
小 

作
農
家
は
，1
町
乃
至
1
ー
町
-'

平
均
1

町
叫
反
餘
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
遠
田
郡
に
於
.て
は
自
作
農
及
び
自
小
作
農
一

〖

一
町
五
反
乃
至
四
町
八
反
、
小‘
 

作

農

一

町

七

反

乃

至

ニ

町

ー

1
ー
反
が
普
通
と
な
つ
て
ゐ
る
が
、

(

伊
藤
悌
贼
1
宮
城
縣
ノ
農
榮
及
農
村
事
情
ノ
大
勢
並
今
後
ノ
農
政
ニ
關
ス
ル
考
察

J

 

昭
和
ニ
年

刊

、四

八

丨

五

〇

頁

)

、i

揭
南
鄕
村
の
資
料
其
の
他
よ
り
推
し
て
少
し
く
過
大
に
失
す
る
と
思
は

れ
る
。

：

.

(
C
O

 

'前
掲
、
南
鄕
敦
槪
翅
紹
介
之
槩

」

五
丁
。
 

ノ

こ
の
爲
め
に
多
く
は
小
作
に
す
る
よ
り
も
手
作
に
す
る
傾
向
が
强
い
。

£
れ
に
必
要
な
常
備
勞
働
は
年
雇
、
田
植
"
刈
取
等
の
農
黧 

期
勞
働
は
，季
節
雇
、
日
雇
ト
以
て
す
る
の
が

1

皎
で
あ
る
が
、
稀
に•は
全
部
日
雇
を
以
て
充
て
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
.
年
雇
の
雇
人
丈 

に
つ
い
て
茇
へ
ば
、
現
在
家
內
に
勞
働
カ
提
供

;#
.が
.な
い
爲
め
自
作
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
度
小
作
に
立
付
け
れ
ば
取
戾
す
の
は
仲

 々

困
難
で
あ
る̂

で
、
あ
る
時
期
ま
で
持
こ
た
べ
る
爲
め
に
年
雇
を
雇
人
れ
て

•ゐ
る
と
い
，ふ
の
も
あ
る
。

南
鄕
村
マ
は
年
雇
は
地

一

兀
の
者
5:
初
め
、
遠
田
郝
內
隣
德
町
村
、
桃
生
郡
、
登
米
郡
、
栗
原
郡
、
志
田
郡
等
の
も
の
が
多
い

が
、
岩 

手
縣
乂
は
秋
田
縣
等
よ
り
出
て
來
て
ゐ
る
も
の
も
あ
を
。
給
料
は
四
石

.(

最
高)

.乃
至

三

石
--
-斗
、
田1

反

歩「

作
り
が
ら
みL
が
普 

通
で
あ
る
。

「

作
け
が
ら
み

」

は
田
を
年
雇-
<に
腹
主
の
由
と
同
檬
の
耕
作
方
法
で
作
ら
せ

>
.作
つ
た
後
を
肥
料
代
、
種
»
代

等(

之
等 

は4H

人
持)

を
差
引
き
淺
り
を
雇
人
.の
所
#
.と
す
る
所
謂

「

ほ
.ま
ち
田

」

，
の
慣
行
で
あ
る
。

n
.昭
和
五
年
小
作
慣
行
調
茶

」

,に 

よ
れ
ば
、

•

こ
の
慣
行
は
南
鄕
村
に
於.て
は
舊
來
よ
り
，
般.に
行
は
れ
、
適
齡
前
の
家
族
叉
：

.は
隱
房
後
0
老
人
叉
は
臃
傭
人
に.與
べ
.ら
れ 

る
も
の
で
、T

反
步
乃
至
ニ
反
步
が
普
通
で
あ
る
0
.雇
傭
人
に
は
年
期
奉
公
中<?
>
み
與
へ
ら
れ
、

「

ほ
ま
ち
田」

M
■人

豸

の
M
傭
人

• 

東
牝
農
村
に
於
げ
る
年
雇
.の
勞
働
形
態
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S

S

と
の
間
S

銀
の
開
き
は
一‘般

笤

こ

I

I

贫

事

實
I

I

ぶ
£

梟

ミ

き

で
I

ぅ
。
：I

ち
田」

作
I

f

み

て

容

年
f

な
？

働
きr
出
I

.

Q

I謂
.
I父
株
I

ー、|

)

_

の

義
t
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,

^
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I
ち
s
 

I

I
立
‘て
V 

丁
库
頃
に
な
つ
で
餘
所
へ
働
き
に
f

時
等
I

を

作

畫

禱

る

赫

時

を

土

地

べ

結

び

つ

げ

農
 

結
び
つ
け
る.と
い
ふ
^
と
ぬ
叉
华
命
凡
至.六
分
金
を
前
貸
し
免
を
抝
い
ふ
形
片
お
タ
で

^
«

太
^

る
。;-
:
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:

:

:

f
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次

1
漸
苑
村
に
於
-̂
.る
年
農
&
營
の
^
三
©;
事
例
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が
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:；:

日

蓉

.一
部
に
は
貸
家

(

ー
标)

の
家
»:
.ど
.し
：て
徵
す
る
一
ヶ
月
一
一
人
乃
璧
人
の
雇
を
含
ん
で
ゐ
る
。

、
‘
1
ー

蓮

友
_

 

i

步

篇

i

は
J

十 

'一
建
ニ
右
叫_

給

料

せ

年

馨

實

ず

暴

旬

の

米

象

の

平

辦

金

以

て

^

日
谣
人
の
賃
銀
は
六
、
.七
〇
錢
で
あ
る
。

 

.

ニ
、
小

畑

硏
一
氏
‘

. 

.

'

向
作
面
積
.ニ
町
七
反

 

.

;

¥
屈
ニ
人
.，
日
逋
延
：1〇
〇
人
位
。

年
瓶
給
料
は
米
.で
五
石
、
雇
人
れ
の
時V

石
五
斗(

前
貸
し)

、•
.盆
に一

石
五
斗
、
秋
收
穫
の
際
ニ
石
を
支
拂
ふo
雇

人「
ほ
ま 

ち
田」

、
は
な
し
。
外
に
手
當
と
し
て
夏
單
物
一
枚
、
秋
春
に
作
業
服
が
支
給
さ
れ
る
。

三
、
安
住
耕
藏
氏
：
' 

、

自

作

面

積

：'1
1
|
1町步
、
畑
三
町
步(

桑
畑)

。

之
に
對
し
て
年
猶
：二
人
を
雇
ひ
、
給
料
は
来
で
四
石
を
支
拂
ふ
。

(

こ
の
年
雇
は
借
金
の
抵
當
に
麻
は
れ
た
の
で
あ
つ
て

—

一 

人
は
千
五
百
圓.、
他
は
千11

百
圓一

■利
子
を
徵
收
し
な
い
代
り
に

r

ほ
ま
：ち
田

」

は
な
ぃ
0〕

ら

.

n 

'

E
rM
は
借
家
人
ょ
り
徵
收
す
る
。
'
借
家
人
は

1
0人
あ
る
が
、
借
家
人
は
雇
で
家
賃
を
亥
拂
ふ
を
原
則
と
す
る
。
月
三
人
、
ニ

/
 

;

 

•

■'
:

:

v
 

-

以
上
の
.事
例
中
に
も
風
ら
るX
如
く
苹
戚
奉
公
人.は
多
く
給
料
の
前
借
り
を
受
け
.る
か
、
借
金
の
抵
當
と
し
て
®
は
れ
る
。
前
掲
渡 

部
氏
の
經
營
事
例
に
於
け
る
雇
入
の
際
の

「

農
事
働
定
約
證

」
.

は
次
の
：や
ぅ
な
形
で
書
か
れ
て
ゐ
る
。

。0 

.事，働

.：定
約
證
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•
來
北
農
村
に
於
け
る
年
雇
の
勞
働
形
態

 

十
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加
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六
忠
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衆
北
農
村
に
於
け
る
年
濯
の
勞
働
形
態
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、
|
、、六
>
メ

:
.
1金
：四
拾
五
圓
也
へ.；ぐ

：

半ヶ年働洽金：：

..

:

:

但

シ

大

正-̂
年
度
ー
；
於

テ

働

人

夫

愛

百

五

拾

人

ト

.ス

'

■:
女
人
夫
モ
混
合
ノ
コ
ト
：

''
：

ぐ

：

-

〉

：

-

 

.内
前
金
成
拾
五
圓
也
.

大
疋
ゼ
年
煎
圬
九
日
昔
甩

,

;

'

右
働
定
約
ト
シ
テ
前
金f

借
用
舊
儀
蓋
也
然
ル
上
ハ
不
都
合
ナ
ク
定
約
人
夫
相
働
可
审
若
シ
不
働
等
有
之
節

广■ 

代
人
〒
テ
モ
相
立
テ'決
：シ
テ
御
損
耗
相
懸
間
敷
申
依
而
働
定
約
證
書

1

札
如
併

-
.
農
事
働
人
ト
フ
小
' 

林

利

藏

■
⑩

■

大
1 E

七
年
置
月

.
：

' 

涼
适

■.渡V

部

喜
 

'傅

.

.治

.-'
殿

U 

. 

. 

‘

■
:
.ム
農

事

働

定

.約

證

.

.ニ
金

八

拾

圓

也.
：

' 

:

'

•

但
シ
■昭
和
五
年
舊
十
二
月
廿
七
日
ョ4

和
六
年
舊
十
二
月
廿
七
日
迄，
：

'

.

: 

'

'■
.滿
寰
ケ
部
間
煎
百
八
拾
人
働
キ
給
免
ト
ス 

外
二
.田
®
反
歩
作
リ
穫
リ'(

年
貢
差
引)
.

前
記
給
金
ヲ
以
テ
向
フ
寰
ヶ
年
間
遲
滯
ナ
ク
相
勤
メ
可
申
候
若
シ
病
氣
災
難
ヲ
除
ク
外

I

合
有
之
候
節
ハ
身
元

I
 

人
ニ
於
テ
相
當
代
人
ヲ
相
立
テ
決
シ
テ
貴
殿
へ
御
損
耗
相
懸
申
間
敷
依
而
爲
後
日
連
箸
ヲ
以
テ
定
約
證
.一
札
如
申

r

T

金
五
圓
也
：
但シ本日定約前金トシテ拜借ス 

:
昭
和
五
年
舊
十
費
月
三
十
日

'桃
生
郡
鷹
來
村
小
松
原 

,

.

農

事

働

人

佐

.

々

木

淸

志

⑩

遠
田
郡
南
鄕
村
木
間
塚

身
元
保
證
人
大
久
傲

重

夂

郞

®

漉

部
_

^

.
內

—
 

.

農
事
働

.

定
約
'證 

一
金
七
拾
圆
也
.

但
シ
昭
和
十
年
舊
士
一
月
廿
六
日
ョ
リ
同
十
一
年
舊
十
二
月
廿

五
：！：

迄 

:

參
百
人
農
事
相
働
給
金
也

.的
金

參

拾

五

圓

也

本IH

前

金

拜

借

ス

. 

-

.右
肩
書
給
金
ヲ
以
テ
' 向
フ
費
ケ
年
間
枠
義
雄
相
勤
メ
可
爲
，致
候
然
ル
上
ハ
不
働
等
無
之
樣
拙
者II

於
テ
.一
切
ヲ
引

受

深
 

證
可
致
爲
後
日
定
約
證I

札
如
件

桃
生
郡
中
津
山
村
高
須
賀

父

佐

藤

源

三

⑩

東
北
農
村
に
於
け
る
年
雇
の
勞
働
形
態 

一】

一

(

一
六
六】)



衆
北
藤
村
に
燃
が
る
苹
藤
の
夢
働
形
辉

 

ー
1
ニ 

.CI

六
六
二) 

昭
和
'
!

7

年
舊
十
二
月
二
十
五
日 

'
雇

主

渡
'

部

和

へ

內

殿

.

こ

の
，^

約
は
一
兀
來
が一

年
限
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
年
々
契
約
が
更
改
さ
れ
て
數
年
繼
續
す
る
も
の
も
あ
り
、
前
年
の

「

働
き」

で

前
借
金
が
返
濟
し
得
ず
貸越
と
し
て翌

年

べ

議
さ
れ
て
ゐ
.る
も

f

あ
る
。
契

約

は

蕾

'曆

で

行

は
れ
多
く
舊
十
二
月
末
乃
至
二
月
初

の
間
に
行
は
れ
て
ゐ
る
。
謹

家

Q

 

r-

年
中
f

日
記
帳」

Q

中
か
ら
、
そ
の
 

一
f

擧
げ
れ
ば
、
桃
生I

蒜
村
か
ら
雇
は
れ
て
ゐ

る
I

の「

働
き」

.

は
大
正
六S

S

金
參
圓
九
拾
錢
と
な
つ
て
居R

、
翌
七
啤
一
月
、
七
年
度
分
給
金
の
前
金
と
し
て
金
參
當 

を
借
り
て
ゐ
る
が
、
そ
の
訐
算
は
次
の
如
く
で
あ
る
？

 

.
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大
芷
七
年
度
新
ニ
月
十
四
日
^
查
月
三
十
ー
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逛

一
合
働
人
夫
贰
百
七
拾
三
人
也
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欠
日
筑
拾
五
人
五
歩
有
リ
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壹
ケ
年
ノ
給
金
六
拾
圓
也
：

■

.
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-

外
5

反

步

作

リ

か

ら

.
き

一

シ

テ
 

使
ロ
奸
金
六
拾
五
隱
參
拾
六
錢 

但
シ
働
キ
金
^
貸
附
金
差
引
キ 

淺
金
五
圓
參
拾
六
錢
ノ
不
足

■

但

シ

翌

年

度

二

繰

越

ス_

大
芷
八
年
度
は.

大
正
七
年
度
繰
敏-.
;
:
广 

.

.

.

.

-

•

貸
越
余
五
圓
參
拾
六
錢:

.

.

、
' ,
.

.

,

'

'
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'

.

. .

:
外
一
一
年
貢
米
ノ
不
足
贰
升
參
合
四
勺
ア
.リ 

大
正
八
年
度
給
金
寰
百
伍
拾
圓
ト
ス

'.
但

、

V
K

正
七
苹
舊
正
月
ヨ
リ
同
年+ ニ
月

迄

ノ

內

一

一

參

百

人

働

ク

事

と

な

つ

て

.
ゐ

る

ヵ

此Q.

働
き
日
數
三
百
二
人
、
十
二
月
末
日
ま
で
の
使

ロ
百
九
圓
四
拾
登
錢に
舞
し
て
、疋
月
二
日
に
武
拾
圆
、
三 

日
に
拾
五
圓
と©
光
四
升
を
支
給
さ
れ.て
ゐ
る
。

大
正
九
年
度
パ：

.

. :
: :
•

働
給
金
.署

.九
拾
圆
也

外
£

費
反
步
仕
付
與
ヘ.ル

事

.

、

'
但

.:
'
>働
人
夫
ニ
百
八
拾
人
>
ス
■

年
谏
仕 

_

■

:

,

'

,

. 

合
働
人
夫
貳
百
七
拾
寰
人
#

^

、
嗜 

此

賃

金

百

八

铪

參

圆

.七

拾

四

錢

讲nr

農
村
に
於
け.る
年
雇
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勞
働
形
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沌
北
農
材
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.勞
働
形
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使
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四
拾
五
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!
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:

差
引
餘
金
參
拾
八
«
七
：拾
四
錢
.
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外

キ

田

愛

反

歩. 

.

稻
ノ
泖
高
酉
拾
八
束
也
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〇

I

也 
_|,'.

ふ

：內貢
米
六
斗
八
升
也
ノ

 
.

取
リ
上
リ
米
ョ
リ
年
貢
米
差
引
ク
，

:

.

殘

米

置-©
參

斗

七

升

也
 

大
疋
十
年
度
.

働

給

金

九

拾

圓

也
:

.

外M

反
步
作
リ
取
リ
.

之

に

對

し

て

:

1

^

1

? ?

箭

{

1

S

H 0

マノ：
鮮

蕃

ハ

焚

人

金
.賢
計
金
五
拾
六
圓
贰
拾I

外」I

ナ
一
年
度
田
一
反
步
秋
打
賃
ト
シ
テ
金
覺
圓
五拾
錢
申
受
ク 

貸
金
計
五
拾
七
圓
七
拾
錢 

十
筇
度
給
金
：九
拾_
也
.

是
ョ
リ
貸
金
差
引
殘
參
拾
貳
圓
參
拾
錢 

外
テf

マ

ッ

田

.
，
ィ

殘

米

貳

斗

貳

升

別

受
 

.
此
金
六
圓
六
拾
錢-

石
三
〇
圓
ノ
割 

い
合
計
金
參
拾
.八
圓
九
拾
錢
也
.

右
悉
皆
勘
定
濟
ミ 

;
:';
舊
十H

月
二
十
五
日：： 

，
. 

'

.ほ
ま
つ
田一

反
步
ノ
調
べ.

愛
反
步
收
潑
米
贰
石
愛
升

妁
¥

貢
来
と
し
て
六
斗八
升
申
受 

.

、

.殘
來

費

石

四

斗

贰

升

利

益

分

.
，

:
.內
寰

石

贰

斗

也

本

人

寶

却̂三
〇
、：>
割

,:

货
殘
贰
斗
貳
升
バ.右
三
十
圓
ノ.割
ニ
テ
金」1

直
シ
申
受
而
シ
テ
取
前
金

ii

繰
人
勘
定
濟
ミ 

來
北
農
村
に
於
げ
る
年
覃
の
勞
働
形
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杖
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る
年
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勞
働
形
態
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z
々

(
一

六
六
六)

又
啦
和
六
年
.

「

働
給
金
八
拾
脚
、'但M

ゲ
年
中
ニ
®
八
十
人
ス
蛘
$

外
~田：：1:

反
步
作
リ
獲
リ(

年
貢
控
除)」

と
い
ふ
條
牛
で 

桃
坐
_郡
騰
來
村
か
：ら
雇
は
れ'て
來
て
ゐ
る
架
氏
.の
.計
算
社
、

■

昭
和
六
年
度
仕
_
.
:
:
し

h
.'
:

/ 

一

,1
、

働

計

エ

苜

七

十

ー

：
ニ

人

1
3̂
|
む

リ

' 

. 

.:

.
>
此
給
金
八
拾
圓
卞
ス
.
約
策
通
リ

貸
金
笠
拾
九
圓
拾
錢：
■

. 

.■

差
引
殘
金
贰
拾
九
圓
九
拾
錢
也.外
.
-

1

慰
勞
金
五
圓
相
渡
シ
勘
定

K

 

:
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昭
和
六
佯
舊
十
二
月
二
十
九
日 

昭
和
七
年
度
仕—

.

.

：
:

一
、
|1
#

«

百
七
拾
六
人 

此
給
金
九
拾
圓
也' M

シ
不
足
分
四
人
ハ
見
込
マ
ズ

.

1
:、-
:貸
金
五
拾
九
圓
五
揞
錢.;,
:
,
:.;

差
引
錢
金
參
拾
圓
五
拾
錢 

右
金
本
人
ラ
相
渡
シ
勘
定
濟

遭
.芷
月
冗
丑.

.

ソ
ン
：

と
な
つ
て
ゐ
るo

(

註)
**

使
口
し又
は「

貸
金」

は
給
料
の
前
借
り6

外
、
時
々
小
遺
と
し
て
給
與
さ
れ
た
分
、
並
び
に
、簡
軍
な
仕
事
清
の
類
は
仕
瀆
と
し
て
支
給 

•

さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
衣
類
、■
日
用
品
謹
の
費
用
、
そ
の立
替
分
等
を
含
むも
の
で
あ
る

0,

,

•

以
上H

於
て
略
々
明
ら
か
でt

如
く
、
年
S

:給
料

は一

年
分
，

Q

働
き
日
數
を
日
雇
着
で
換
算
し
た
も

Q

を
S

S

準
に
置 

い
て
ゐ
る
の
で
、
又''
*
際
の
計
算
は
多
く
事
實
上
の
働
き
日
數
を
日
雇
賃
銀
.で
換
莫
し
て
•
不
足
分
を
差
引

き

(

僅
少
の
不
足
は
見
込 

ま
ざ
る
場
合
が
多
い

)

、I

働
8

し
.を
.つ
け
加
へ
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ゐ
る
o

.
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の
表
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大
疋
七
年
ょ
り
昭
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九
年

^

も
の
で
あ
る。
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日
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年
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參
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〇
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參
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.反
步
作
リ■權
リ：

.

來
北
農
村
に
於
：
け
る
.年
_
の
勞
働
形
態：
.

給

■料

(

B)

四
拾
五
圓 

(

半
ケ
.年
V

(

C)

：白
五
拾
圓

ヶ
每
ノ
働
キ
日
數 

.I

五
〇
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〇
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〇
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錢-

割§
人

給

料

一

ケ
部
ノ.働
キ
日
數

C
D

)

玄
米
參
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參
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郜
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は
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つ
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日
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あ
る
。

(

B
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百
ニ
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圓
；

西
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i
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笔

テ

「

年
間
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五
錢
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百
四
拾
圓 
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八 
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反
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作
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權
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C
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外
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拾
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八
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拾
圓
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八 
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シ
働
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分
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人
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八

C
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)
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圓
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六
六
八
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1

四
〇
人

符
號
は
同一
人
で
あ
る
。
每
働
县
は
契
約
日
數
で
あ
つ
て
、
括
孤
內
は
實
際
に
動
い
た

年
雇
勞
働
の
不
足
は
日
雇
に
よ
つ
.て
補

は
れ
る
こ
と
は前
に
述
べ
た
が
、働

靈

日

八

拾五
錢
と
し
、每
月
六
人
づ
つ
動
く
契

約
衫

大
圯
十
四
牢
、
十
五
年
及
び
昭
和
ニ
年
に
夫
々
一
つ
、
日
給
四
拾
錢
で
年
六
分
以
上
の日
數
を
働
く
契
約
が
昭
和

二
年

に
一つ
t
o 

表
に
ょ
れ
ば
日
給
計
寬
の
も
の
.と
年
給
許
算
の
も
の
と
の
間
に
開
き

「

が
ぁ
る
も.の
が
見
ら
れ
る
が
、こ
の
差
は「
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ま
ち
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の
故
入
* ̂

願
感
さ
れ
て
ゐ
る
も

Q

と
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へ
る
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で
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年
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勞
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一
g
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日

乃

證0
0

B
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日
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考
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ら
れ
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鷹
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Q

昭
和
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け
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葉
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付
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^
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切
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つ
み
、
.，午̂
ほ
り〔

午
蒡
.
長
芋
片
时
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f
.
.

萱
^
七
汨
ょ
り
十
ニ
日
迄
五
日
、
內
九
日
休

)

救
引
^
料

断
s

s

âl
f
c誤

4

ち
^
柿(
i
z:
h
丨
稻
扨
へ
ニ
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、
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麥
ド
肥
し
力
け
、
稍
扨
今

allv 、

木
炭
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パ
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p
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ト
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計

ニ

百

七

拾

六

日' .

-

■
〔

備
考〕

'
勝
は
舊
曆
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

下
段
勞
働
內
容
は
仕
事
：

の
順
を
追ふ
て
記
載
、從
つ
て
：
一
？

日
の
仕f

示
し
、
仕
寒
の
下 

. -

括
弧
內
の
.數
字
は
逋
續
せ
る
日
數
を
.ぁ
ら
は
す
0

''

.

ぐ
' 
五

_ 

,

.
以
上
渡
部
家
の

「

年
中
雇
人R
記
帳」

を
中
心
と
し.て
、
年
雇
の
勞
働
內
容8

誰

細

編

介

し

た

。

一

般
に
年
雇
勞
働
は
大
體

H

於 

て
以
上
の
や
ぅ
な
形
で
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
考
べ
ら
れ
る

o

前
述
の
.安
く
東
4

,方
に
於
て'.は
、I
此Q

地
方
に
於
け

る

資

本

主

義

的

農

の

後

璧

S

い

て
、
封
建
的
農
業關
係

が
參

に
殘 

布
せ
し
め
ら
れ
、
土
地
の
生
產
力
の
靈
義
達
と
共
に
地
主

S

の
形
態
が_

に
存
續
せ
：し
め
ら
れ
た
のI

つ
：た
が
、
明
治末 

期

大
荔
期
に
か
け
て
か4

地
主
手
作
の
純
地
主
化
が
顯

著
に
I

は
れ
て
來
て
ゐI

ぅ

I

る
。
例

へ

ば

舊

南

部

領
に
於
S

 

「

近
時
名
子
雇
ノ
減
少
、
勞
働
賃
銀
ノ
昂
騰
ノ
爲
地
主
ト
稱
セ

ラ
.
ル
ル
程
ノ
土
地
所
有
者
キ
シ
.テ
相
當
面
積
ノ

手

作

ヲ

ナ
ス
モ
ノ
極
メ

蔡

ナ

ル
5
:レ
i

雖
、
明
治
ノ|

頃
迄
_
客

東

北

農

；
射
に
：
於

け

る

S

の
#
顧

形

態

r
I:(

二
、
：

,

滞

籾

^1
、
.俊
ぁ
み(

ニ〕

、
米
調
整
遛
し
、儒
陋
拔
き

(

三
0 

級
瞭
オ
、

キ

“
J.

一

？

籾
引
き
及
精
a
、
庭
木
に
肥
料か
け
、 

_
'M
猶

巴

l
r^
te
g

,

、
T

f、獄
ニ
ニ)
、
.餅
つ

-

.

.
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一
5

5

從

客

勞

就

キ
.テ
，ゃ
餘
裕

」

f

.
霉

の
I

s

f

漸

逢

雜

卞

ナ

又

：
名
序
雇
、
：：小
作
雇
ノ
如
キ
ガ
急
激

』

減
少
シ
、
：
地I

從
來
ノ
自
作
地
ノ8

ヲ
繼
f

ン
ガ
爲
，一
ハ
生
ト 

シ
テ

屑

馨
2

依
ル
外
ナs
 

f
リ
。
；
然
ルI

I
働
賃
銀
：ハ
.明
治
中
葉
以
來
急
激
土
騰
貴
シ
、
雇
馓
勞
ヵ
ヲ
以
テ
ス
ル

I

 

經
營
'.ハ：收
支
相
償
ハ
ザ
ル，5
リ
シ
以
.テ
：、i

大
面
積
ノ
手
作
ヲ
ナI

在
 

又
秋 

田
縣
I

て
も
十
町
前
後
の
耕
作
を
な
す
も
の
I

ら
し
く
I

つ
.た
が
、
農
i

者
は
北
海
道
出
稼S

爲
S
 

漸

次

不

足

_

つ

て

居

り

、
基

0

霞

も

騰

貴

し

て
、
：

「

I

I

ノ
疲
弊
シ
タ
ル
ト
、
中s
 

P 

給
I

ヲ
使
役
|

、
1

勞
f

.
ザ

ル

繁

、
收f

減

零

果
J

2
大
i

年
頃
s

i

對Q

趨
勢
を
示
す
璧
つ
た
。—
般
に
明
治Q

末
期
か
ら
大
君
初
期
に
か
げ
て
資
本
I

上
S

に

伴

ふ

農

村

霞

力

宗

足

顔f

さ
れ
V

i
言

で

I

I

資

S
 
く
、
益

麗

に

伴

ふI

の
自
然
的I

ヵ

备

俟
つ
て
比
較
的
俄
取0

小
作
料
の
維
持
は
此
の.地
方(

遠
田
郡

一
帶)

に
地
主
的
經
營
を
可
成
り
に
普及
せ
：し
めて
ゐ
た
P
.尤
も
穹
城
縣 

に
於

て

も

ニ

則

揭

甚

屢

氏

の

報

吿

書|

十
五
年
調
査)

に
ょ
れ
ば
北
海
道
出
稼

(

比
較
的
他
北
地
方
に多
し)

I

に
ょ
つ
て 

「1

一

男

以

下

ノ

靑

年

力

.
農

村

ヲ

離

レ
、
職
ヲ
他n ?
ル
ハ
農
村
f
 
ノ
不
足
ヲ
來
シ
、
農
業
經
營
上
不
利
少
ナ
ヵ
ラ5

)

、
殊
に
ぎ 

城
縣
に
於
て
は
I

I

I以
上
を
自
營
す
る
農
家0

1
頗

I

く
、
五
町
I

上
を
#
作
す
る
農
家
も
相
當
多
數S

る
の
で
、

年
雇
勞
働
者
は
宮
城
縣

Q

農
業
經
營
ヒ
極
め
て
重
要
な
る
關
係
に
ぁ
る
の
で
ぁ
る
が
、

「

年
雇
勞

働

者

ハ

好

ン

デ

之

一

一

應

ズ

ル

モ
ノ
漸
次 

減
少
ス
ル
ノ
狀
況J

S
と
な
つ
て
ゐ
る0
そ
の
爲
め
に
年
雇i

季
節
勞
働
者
の
生
活
狀
態
の
改
善
と
共
に
、

r

勞

ヲ

昂

騰
5

ヒ
、

不
利
益
ヲ
來
サ
ザ
ル
範
圍
ニ
於
テ
，
人

力

ヲ

糞

'シ
、
■生
產
費
ノ
低
管
圖
ル

」

の
：必
要
、
並
び
に

「

畜
力
利
用ノ
普

及
及
改
善」

と
む
ふ
方
向
に
於
て
、
農
業
經
營
の
へ
合
理
化
.が
唱
導
さ

.れ
て
ゐ
る0O
)

の
で
あ
る
が
、
南
鄕
村
に
於
て
ち
、
最
淀
卜
年
位

前
よ
り
次
第
に•年
雇
を
#
じ
て
小
作
に
之
を
移
す
傾
向
が
强
く
な
つ
セ
來
て
ゐ
る

o
,之
はj

に
前
述
の
如
く
雇
傭
着

Q
鑒

と

共

に

、

牟
雇
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入

れ

に

秦

家

內

勞

働.I

雜
と
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近
代
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農
業
生
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技
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歩

I
く

年
雇
勞
働
能
率
の.
®下
に

f

も

の

本

I

此
の
地
力
で
は
常
人
は
田
植
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其
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舣
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作
.勞
働
は
何
事
も
一
反
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れ
て
ゐ
た
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こ

の
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め

に

例
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へ
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除
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等

に

於

て

ほ

一

.日
半
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作
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終
へ

(

稻
株
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：分
蘖
に
よ
る
雜
草
發
育

.Q

阻
也
及
び
除
草
機
の使
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、
他
方
肥
料
其
の.

他一

般
的
稻
作
技
#
.の
發
達
に
.よ
る
米
田
生
產
力
の
增
大
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收
獲
、
調
整
、
.麓

璧(

繩
な
び
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俵
あ
み
等)

等
に
多
く
の
勞
働
力
を
必 

要
と
ず
^
や
ぅ
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つ
て
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て
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彳
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農
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省
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^
ネ
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於
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.
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働
形
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s 

r
i

六
七
四)

跦

I

黨

I

て
I

す
る
i

f

 f

i

l

l

下
男
ト
シ
テ
泰■

タ
ル
モV

ヲ
分
^
^
 ̂

「

か

I

と 

し
て
分
家
せ
し
むI

の

中

か

I

擇
し
S

約
す
る
の
で

「

大
抵
十
七
：
い
^

メ
ソ
ノ
收f

l

K
小
f

 

I

K」

る

？

又

屋

九

戶I

村

重

奪

は「

I

I

 

め
地
頭
ょ
り
分
家
し
た
も
の
又
は
そ
の
子

f

l
塞

で

ぁ

つ

て

、

「

還

^
^

當
ト
認
ム
ル7
 

I

豪
「

I

」

ト

ナ

廣
|

」

|

。「

が
I

は「

山
先」

を
十
年
程
勤
め
た
後

「

1

」

と
し
て 

分
家
さ
れ
る
。
そ
し
て

「

山
先
し
の.下
に
五
、
六
人
の
下
男
下
女
I

い
た
が
、
明
治
四
十
四
、
五
年
頃
一
ヶ
年
男
一
一
十
圓
、
女
十

I
,

^

I

l

fな
り
麗

收

支

償

はな
く
な
つ
て
自
作

l

l

^ f 

し
て
ゐ
.る
I

I

縣

安

達

郡

蠢

村

西

新

殿

安

證

で
I

在「

山
t

な
し
与
人

ゐ

霉

家(

三
間
に
.六
間
位)

0

M

P

七
坪)

、
0

0

B

}

 

^

^

0
 
^

3

現
往
で

は
雇
人
は
多
く
餘
所
へ 

出
稼
に
出
f

Q
.が
多
く
、

分
家
I

件
4

ず
、
.男
：泰
期

六

十

f
 

l
八
夜

八
十
八
夜
前

〕

、
女
ぁ
I

五
十
五
.圓
、
下
半
期
三
十
五
崎

(
昭
和
士」

年

度

新

殿

村

農

富̂

で
雇
入
れ|

參

、

又
秋
田
縣S

囊
平
村
兒
玉
家
で
は
、

r

同
家
の
奉
公
人

(

fe
f

數

へ

年

旱
^

は

簾

代

的
I

さ
れ
I

そ
の
3

ニ
男
の
ぅ
ち

一

人

を

本

寒

著 

'

に

立

ち

種

々

の©
飲
を
負
ひ
代
償
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が

(
<
>
-
「

ヵ
リ
子」

は
北
秋
田
郡
來
內
澤
町
で
は
、
生
家
に
寢
起
き 

し
、
食
事
を
給
さ
れ
、

一

年
給
米
四
石
位
を
支
給
さ
れ
る
還
裏
ふ
の
で
、
契
約
は
一
ヶ
年
更
新
で
あ
る
が
數
年
勤
め
て
分
家
せ
ら

れ
る
f

l

o

o

)

。

同
郡
前
田
村
で
もS

を「

ヵ
ル
子」

、
_

1」

とIK

ひ
こ
れ
！
は̂「

ほ
つ
た
P

が
つ
い
て
ゐ
？)

。

尤
も
か 

、
る
形
態Q

i
せ
る
所
は
資
本
勢
力Q

S

I
ば
な
い
、
東
北
地
方
で
も
山
間
部
2

り

、
又
出
稼
等S

S

焚

と

共

に

漸 

次
消
滅
し
つ4
 

f
の
.で
あ
る
。
勿
論
前
掲
の

「

年
雇」

が
か
、
t

の
か
ら
直
接
轉
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
は

S
へ
なi

が
、
こ
れ 

等
は
少
くf

そ
の
原
型
を
な
す
も
の
で
は
な
い
で
あ

I

か
。「

ほ
ま
ち
田」

に
對
す
る
慣
行
の
如
き
は
か
V
る
關
係
の
殘
存
を
暗
示 

し
得
る
も
の
と
し
て
見
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

(

1〕

農
林
省
農
務
局
邊
南
部f

於
ヶ
ル
名
子
及
之
ラ
類
似
ノ
制
度

」

昭
和
十一

年I

月
、
-

5

3

1

0契
約
後
分
家
す
る
迄
の1
 

は
ー
定
し
な
い
が
十
-'
#

乃
至
ニ
十
年

(

十
四
全
年
が
普
通

)

で
あ'
る
。
分
家
の
際
に
I

通
家
i

、
田
四
反
八
献
位
、
伽
八
反
位
、
山
林
三
畝 

位
フ
馬
；
'

ー
頭
を
與.へ
ら
れ
广:?
,

部
十
四.
五
八
备
ヵ
を
提
供
す
る
0

.

:

“
 

' 

,

(

3

同
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